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 １２月２２日（月）、松本赤十字奉仕団波田分団は、コロ
ナ禍以降中断していた視察研修を再開しました。 
 今回は、長野市にある日本赤十字社長野県支部を訪問し、

献血による血液事業の状況や頂いた寄付金の活用事業につ
いて説明を受けた後、同敷地内にある「長野県赤十字歴史
資料館」を見学させてもらいました。 
 長野県支部は全国に先駆け明治２２年に設置された最初
の支部であり、現存する明治３２年に建てられた旧事務所
は、全国で唯一の歴史資料館として貴重な歴史資料等が保
存・展示されています。 
 奉仕団は、赤十字の理念に基づき地域社会に貢献するボ
ランティアグループとして、災害時の炊き出し・救護、高齢者・障がい者支援、献血推進、救急法
講習の普及、赤十字ＰＲ活動など、地域ニーズに応じた多岐にわたる奉仕活動を行っているもので、

地域住民の福祉向上と防災・減災に貢献する重要な役割を担っています。 
これまで困難な時代も乗り越え、地域に根差した活動を行ってきた日赤の歴史を振り返ることが

でき、団員一同、深く感銘を受けると同時に、大きなやりがいと誇りを感じた一日でした。 

 
地域づくりの取り組みを行う町会の３つの事例を発表します。 

そして基調講演は、波田地区出身でパラアルペンスキー日本代表として５大会連続出場した 

三澤 拓（みさわ ひらく）さんからご講演をいただきます！！ 

■ 日 時  ２月２２日（日） 午後２時００分～午後４時３０分  

■ 場 所  波田公民館 大会議室（２階） 

◇事業発表 令和７年度モデル町会（12区、13 区・14 区(合同)、19 区町会） 

◇基調講演 「多様性を考える ～自分で切り拓く力～」 
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～ 波田支所「オンライン窓口」をご利用ください ～  
オンライン窓口とは、地域拠点（地域づくりセンターなど）と

市役所本庁をＷｅｂ会議ツールで接続し、本庁まで行かなくても
手続きできる窓口です。窓口と同じように、お互いに書類を見な
がら話すことができます。お気軽にご利用ください。 

 

 

        

 

電話だけだと       書類を見ながら、 

説明がわかりにくい。   説明を受けられる。 

スージーちゃん スイカワくん 
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赤十字奉仕団波田分団 視察研修を再開 

 

講師 三澤 拓 氏 
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 ※お申し込みは上記ＱＲコードまたは波田地区地域づくりセンター（☎92-3001）へ 

松本市波田出身の 38 歳 
2006トリノパラリンピックから2022北京パラリンピック
まで５大会連続出場 
順天堂大学院スポーツ健康科学研究科修士課程卒 
SMBC 日興証券株式会社所属 

お知らせ 


